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深夜２時 

部屋の丸い壁掛け時計が 

電波をキャッチして 

時刻を修正する 

 

メモリをひとつずつ 

右回りに進んでいた秒針が 

いっぺんに左回りに引き戻される 
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何秒間 

秒針も長針も短針も止まって 

 

 

再び右回りに進み出す 

 

 

ととん ととん 

 

秋風とともに 

昨日の昼間の祭囃子の音が 

やっとここまでたどり着いて 

窓ガラスを微かに揺らしている 

 

 

 

 

 



 

 

＊＊ 川鍋のぷつぷつ独り言 ＊＊ 

最近知人から、コーヒーメーカーをもらいました。その知人が使っていたもので、そ

れなりに古いのですが、私はコーヒーメーカーというものにちょっと憧れがあったの

で、かなり嬉しいおさがりです。 

一日家で過ごす日や、長時間作業をする時などはだいたいコーヒーをお供にするので

すが、今までは電気ケトルしかなかったので、インスタントコーヒーを一杯淹れて、

おかわりが欲しくなったらまたケトルでお湯を沸かし直して…という具合でした。 

なので、一度に４杯分くらいのコーヒーを淹れてある程度保温もできるコーヒーメー

カーがやってきてくれて、とても重宝しています。 

その利便性もさることながら、〝コーヒーメーカーが置いてあるキッチン〟という風

景に、「なんだかアメリカのお家みたい」と、ひそかにうきうきしています。 


